
任期：平成２２年４月１日から平成２４年３月３１日まで　

幹 高 子 環

1 赤間
あかま

　靖夫
やすお

川崎区まちづくりクラブ ○

2 荒井
あらい

　敬八
けいはち

川崎区文化協会 ○

3 石渡
いしわた

　勝朗
かつろう

川崎区保護司会 ○

4 猪熊
いのくま

　俊夫
としお かわさきタウンマネージメント

機関 ○

5 魚
うお

津
つ
　利興

としおき
川崎商工会議所

⑧その他、各区の地
域特性に応じた課題
に関する分野

企業市民 ◎

6 木島
きじま

　千栄
ちえ

○ ●

7 小泉
こいずみ

　忠之
ただゆき

川崎区民生委員児童委員協議会 ○

8 島田
しまだ

　潤二
じゅんじ 川崎区安全・安心まちづくり推

進協議会 ○

9 鈴木
すずき

　真
しん 川崎区医師会（社団法人　川崎

市医師会） ○

10 冨田
とみた

　順人
よりと 社会福祉法人　川崎市川崎区社

会福祉協議会 ○

11 長島
ながしま

　亨
とおる

川崎区連合町内会 ○

12 朴
ぱく

　栄子
よんじゃ 川崎市ふれあい館（社会福祉法

人　青丘社）

⑧その他、各区の地
域特性に応じた課題
に関する分野

多文化共生 ○ ●

13 秦
はた

　琢二
たくじ

川崎区ＰＴＡ協議会 ○

14 服部
はっとり

　正夫
まさお 財団法人　川崎市老人クラブ連

合会 ○

15 深澤
ふかさわ

　香織
かおり

すくすくかわさきっ子 ○

16 藤岡
ふじおか

　玲子
れいこ 川崎区市民健康の森　海風の森

をＭＡＺＵつくる会 ○

17 星川
ほしかわ

　孝宜
たかよし

○ ●

18 宮崎
みやざき

　とみ子
こ

○

19 吉野
よしの

　智
ち
佐
さ
雄
お 特定非営利活動法人　かわさき

歴史ガイド協会 ○

20 鷲頭
わしず

　多加志
たかし

○

※専門部会欄の幹は幹事会、高は高齢者部会、子は子ども部会、環は環境部会

※専門部会欄の「◎」は委員長、「●」は部会長

公募

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

区長推薦

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

区長推薦

④緑の保全、ごみの抑制など自然
環境又は生活環境を向上させる分
野

公募

公募

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑤産業の振興、都市拠点の形成な
どまちの活力を高める分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

①防災又は地域交通環境の向上な
ど安全で快適な暮らしを支える分
野

公募

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

第３期川崎区区民会議委員名簿

５０音順、敬称略

専門部会
氏名 推薦団体・分野など

別紙
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「区の花（木）」に関する「提案」（第３期川崎区区民会議中間報告書より抜粋）                  資料１ 

平成 23 年度第１回川崎区区民会議環境部会 H23.6.1 

川崎区区の花制定委員会の立上げ準備
（委員構成や委員会設置要綱案作成等）

・環境部会委員、区民団体に所属している人、花
や環境に関する知識を有する人など、幅広く選出

花全般に関する勉強会・調査

区民会議 「『区の花』制定」について区へ提案

「区の花」活用方法の検討
・今後活用する区の花のデザインやキャッチフ
レーズの作成や、区の花のPR方法などについて
審議

区の花公募に関する内容の調査・審議（区
の花の公募内容・方法、選考など）

・公募媒体、対象範囲、公募の設問内容などを決
める
・区の花候補について詳しい勉強会・調査、審議

区の花（最終候補）決定

川崎区区の花制定委員会設置

区の花公募

区の花制定・発表 ・区制40周年記念事業として区の花を制定する

「区の花」普及を通じた地域緑化、環境意識
向上、イメージアップの取組

・環境部会からの提言を受け、事業化を通じて課
題解決に取り組む

23.
1

764 8 9 105
その他

11
24.
1

2 312

いつ（までに）

432

川崎区区の花
制定委員会

川崎区

環境部会

何を誰が課題 解決策 目的

地域緑化
区民の意識向上
区のイメージアップ

「区の花」
制定

・地域緑化の推進

・区の花を考えるこ
とにより、環境や自
然について意識を
高める

・花や緑がまちに溢
れ、区のイメージ
アップにつながる

 

 

◆環境部会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民会議では、地域の課題として川崎区内に緑が少ないという現状から地域緑化

が必要であると認識し、区民の環境意識向上や区のイメージアップを目的とした課

題解決策について審議してきました。その中で、川崎区の「区の花」を制定するこ

とを通じて、区民が積極的に緑化に取り組み、環境や自然について考えることにつ

ながると考えました。 

時期は川崎区が誕生して４０年の節目を記念して平成２４年度が適切と考えて

います。 

 「区の花」制定にあたっては、川崎区全体にその取り組みを広げる必要があるこ

とから、幅広い区民の意見を取り入れるため、区内の緑化関係団体等で構成される

「川崎区区の花制定委員会」の答申をふまえながら、区民に親しまれる「区の花」

の制定を提案いたします。 

「区の花」制定 
概要 

 

【「区の花」選考の方向性】 
・「区民が育てやすい花」という条件を最優先し、これに加え、「区にゆかりのある

花」などといった条件を加味し、「区の花」としてふさわしい花を選考していく 

【「区の花」制定委員会】 
＜役割＞ 

・「区の花」の公募に関する内容の調査・審議 

・「区の花」の候補の決定 

＜構成メンバー＞ 

・10 名程度 

  - 環境部会委員 

  - 高齢者部会・子ども部会からも各１名程度の選出をお願いしたい 

  - 区民会議推薦団体のうち、区の花活用等に今後関係してくる団体が 

   あれば選出をお願いしたい 

  - 環境に取り組んでいる団体 

  - 有識者 

  - この他、川崎区が推薦する人     

実施方針 



資料２ 

平成 23 年度第１回川崎区区民会議環境部会 H23.6.1 

  

 

 

１ 設置目的 

川崎区では、第３期区民会議からの地域課題（緑が少ない区域の地域緑

化の推進、区民の環境意識の向上、区のイメージアップ）に対する解決策

として“区の花”の制定が有効ではないかとの提案を受け、その制定に向

けた準備を進めることにいたしました。 

“区の花”“区の木”を決めるにあたっては、新たな区のシンボルとし

て区民から十分な理解を得る必要があることから、地域の緑化活動団体や

関係機関、有識者等で構成する、（仮称）「川崎区『区の花』『区の木』選

考委員会を設置し、候補の選定等の審議を進めていきます。 

 

２ 委員会の役割 

「区の花」「区の木」の候補選定（最終候補を報告した後、区長が決定） 

 

３ 委員会 

 （１）委員構成（案） 

学識者、有識者、関係団体推薦者、区民会議委員で構成された１０人 

 分野 委員 

1 東京農業大学地域環境科学部造園科学科 服部准教授 

2
学識・有識者 

かわさきガーデナー 岩瀬氏 

3 海風の森を MAZU つくる会からの推薦 

4 フローラかわさきからの推薦 

5 川崎区連合町内会からの推薦 

6 川崎区まちづくりクラブからの推薦 

7

関係団体 

川崎区内４商店街連合会からの推薦 

8 川崎区区民会議高齢者部会から選出 

9 川崎区区民会議子ども部会から選出 

10 

区民会議 

川崎区区民会議環境部会から選出 

 

 （２）開催時期・回数 

   平成２３年６月下旬～１２月の間に３～４回（１回２時間程度）の開

催を想定しています。 

（仮称）「川崎区『区の花』『区の木』選考委員会」の概要について 



全
体
会
議

※全体会議３
回、フォーラ
ム１回の開催
を予定

【開催日程】

【審議内容】
●環境意識向
上への取組に
ついて

●「区の花」
「区の木」を
活用した取組
について

●環境意識向
上関連の取組

●「区の花」
「区の木」関
連の取組

※３～４回の
開催を予定

環
境
部
会

「

区
の
花
」
「

区
の
木
」

選
考
委
員
会

川
崎
区
役
所

平成２３年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平成２４年
１月 ２月 ３月 ４月

公募

第４回 第５回第１回 第６回

第２回 第３回フォーラム

第２回 第３回

「区の花」「区の木」
の制定

「区の花」「区の
木」の最終候補を
区長へ報告

「区の花」「区の木」を
活用した取組を開始

「区の花」「区
の木」選考委
員会の設置

は全体会議の開催、 は環境部会の開催、 は「区の花・木」選考委員会の開催

資料３平成２３年度川崎区区民会議環境部会等のスケジュール（案）

平成23年度第１回川崎区区民会議環境部会　H23.6.1

ポスター
選考委員
会

入賞作品を展示

【審議内容】
公募結果に基づく最終候補の選定

　【審議内容】

・他都市の制定状況の確認
・区に関連する花・木の歴史等に関する調査状況の確認
・「区の花」「区の木」制定に関する視点について
・具体的な花・木に関する候補の選定
・公募方法の検討

「区の花」
「区の木」
の決定

ロゴのデザイン等、制
定に向けた事務手続き

環境意識向上への取
組を開始

第３期報告書
を区へ提出

最
終
報
告

（
案

）

を
確
定

平成24年度ポスター参加校の募集



「環境意識向上ポスター作成継続・拡充」に関する「実施方針」  資料４  

(第３期川崎区区民会議中間報告書より抜粋) 

平成 23 年度第１回川崎区区民会議環境部会 H23.6.1 

対応する審議課題

課題解決策

解決策の概要

主な役割

解決に向けた
取組スケジュール

・校長会を通じて学校へ協力依頼

・拡充内容、子ども環境大臣の活用方法等といった事業概要の審議・調査

・展示場所の新規開拓

・ポスター選考委員会

・子ども環境大臣を活用した啓発活動

～22年度

～23年度上期

～23年度上期

23年7月

実施場所

実施目的

当解決策における
最終的な目標

地域緑化、区民の環境意識向上

★環境意識向上ポスター作成継続・拡充

・子どもたちに環境に関する絵を描いてもらい、選考委員会にて最優秀作品・優秀作品を選
出する。

・絵はアゼリア地下街や環境の広場展等に展示し、その後、最優秀作品についてはポス
ター化して町内会掲示板に掲示する。

・（最）優秀作品に選ばれた子どもを「子ども環境大臣（または大使）」に任命し、環境啓発の
一助を担ってもらう。

　■　区民会議　（　事業概要の審議・調査 　　　　　　　　　　）
　■　区民　　　　（　子ども：ポスター作成、子ども環境大臣　）
　■　市民団体　（　町内会：掲示板へのポスター掲示　　　　）
　■　行政　　　　（　関係機関・団体等への協力依頼　　　　　）

・これまで実施している、区役所、大師・田島支所、アゼリアに加え、展示場所の拡充を
　検討（例：各地区大型商業施設など）

・子どもたちの絵・ポスターを通じて、子どもだけでなく大人も含めて環境の意識を向上
させる。
・環境意識の高まりにより、地域の緑化が促進される。

・環境ポスターの地域への浸透や啓発活動を通じて、区民の環境意識が高まり地域緑化
が促進される。

 

 

 ３－(１) 環境部会 

「環境意識向上ポスター作成継続・拡充」 
 
 

 

 

 子どもだけでなく大人も含め、環境の意識を向上させるために、環境意識向上ポスター作成

を継続・拡充します。 

 小学６年生を対象にポスター作成を依頼し、(最)優秀作品については、これまでの区役所、

大師・田島支所、アゼリアに加え、各地区大型商業施設等への掲示も検討します。最優秀作品

はポスター化して町内会掲示板に掲示します。 

 また、より効果的に環境意識向上を図るための方法を検討します。 



資料５ 

平成 23 年度第１回川崎区区民会議環境部会 H23.6.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料６「環境意識向上のための啓発活動事例」を参照してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※STEP１・２を踏まえ、区民の環境意識向上のための取組について再度審議を行ってください 

環境意識向上への取組について 

【これまでの審議で挙がっている取組（案）】 

●環境意識向上ポスターの作成を５年程度継続した後は、過去の作品を活用し

た取組を行う 

●（最）優秀作品に選ばれた子どもを「子ども環境大臣（または大使）」に任

命し、環境啓発の一助を担ってもらう 

MEMO 

MEMO 



 

 

 事業名 開催主体 対象となるもの 概要 参加対象者 

① 
こまちゃんエコライフチャレンジ事業 

こまちゃんエコライフコンテスト募集 
駒ヶ根市 

電気・水道・ガス・灯油・ガソリン・

ごみ量などの使用量・使用料 

・毎年、３ヶ月間程度駒ヶ根市版環境家計簿を付け、その取組みと結果についてコンテスト

を行い、二酸化炭素の排出量が少ない、削減効果が大きい、ユニークで効果のある取組み

などを環境フェスティバル等で表彰・公表し、エコライフを推進する。 

※駒ヶ根市版環境家計簿とは：電気・水道・ガス・灯油・ガソリン・ごみ量などの使用量・

使用料を毎月記入し、最後に年間の二酸化炭素排出量の増減をチェックし、抑制していく

ためのもので、環境にも家計にもやさしいもの。 

駒ヶ根市民 

② チャレンジ・エコライフ・コンテスト 京都市 
地球温暖対策に関するユニークな取

り組みに関する企画立案、実践 

・京都市のチャレンジ・エコライフ・コンテストは，「これならできる？」「まず，やって

みよう！」と考えられる身近で，ユニークな地球温暖化防止に役立つ取組を，提案・実践

し，「取組過程のおもしろさ」「発想の豊かさ」「温暖化防止の効果」「波及効果の高さ」

などの観点から評価し，表彰するもの。 

京都市民、市内企業、団体 

③ 
「丘のエコハマ」省エネ大作戦 地域で

啓発エコライフ 
横浜市青葉区役所 電球 

・青葉区内の自治会館・町内会館で長寿命で電力消費効率に優れた「ＬＥＤ電球」を実際に

使用するとともに、あわせて啓発ポスターを設置することで、省エネ効果やＣＯ２排出削

減の取組みをＰＲしている。区民に身近な施設である地域の自治会館・町内会館で事業を

実施することで、多くの区民へＰＲしている。 

青葉区内の町内会館 

④ ヒートアイランド対策の手引き 横浜市 ヒートアイランド対策 

・横浜市のヒートアイランド対策の取組を紹介するとともに、市民が気軽に取り組むことの

できるアイデアをまとめたパンフレットを作成し配布及びホームページよりダウンロード

できる。 

横浜市民・事業所 

⑤ わがやの節電大作戦 

川崎市地球温暖化

防止活動推進セン

ター 

節電 

 

 

・各戸で行っている節電に対する取組内容を川崎市地球

温暖化防止活動推進センター（高津市民館内）にある

掲示板に貼る。 

・そのほかに、センターでは、うちエコ診断や太陽光パ

ネルの紹介などを行っている。 

 

川崎市内の各家庭、事業所 

⑥ 環境家計簿 
川崎市麻生区まち

づくり市民の会 
電気、ガス、水道 

・各戸の電気代、ガス代、水道代をのある３か月間の使用量と前年の同じ時期の３か月間と

を比較し、その差に係数を掛け、炭酸ガス排出量に換算し比較する。 
麻生区内の各家庭 

⑦ 
ごみの減量/食料品等の共同購入によ

る３Ｒの実践 

川崎市麻生区片平

地区 
ゴミの削減 

・片平地区在住の２５世帯の大型班が、生活協同組合から食料品などを共同購入し、ごみを

出さない（リデュース）、繰り返し使う（リユース）、分別して再利用（リサイクル）の

３Ｒに取り組んでいる。 

川崎市麻生区片平地区 

⑧ 
自転車共同利用/自転車のシェアリン

グ 

マイキャッスル新

百合ヶ丘 
自転車 

・使っていない自転車を寄贈してもらい、マンションの住民により自転車をシェアリングし

て使う。 

マイキャッスル新百合ヶ丘の

住民 

⑨ 
東京を油田に変える！  

～TOKYO油田2017プロジェクト～ 

TOKYO 油 田

2017(株式会社ユ

ーズ) 

家庭等からでる廃油 

・使用済み油は、実はエネルギー資源であり東京は大油田との発想で、市民の環境活動をサ

ポートするとともに、使用済み油を回収し、エネルギー化・リサイクルしている。飲食店

だけでなく、行政や学校、商店街と連携して、家庭の使用済み油を回収する拠点「回収ス

テーション」を増やし、年間約1,300tを回収している。 

※同じような活動として、川崎市では、NPO法人川崎市民石けんプラントが廃油を集め“き

なりっこ”を作成している。 

東京都内の家庭 
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平成２３年度地球環境問題啓発ポスターコンクールについて（報告） 
       

１ コンクールの目的 

 次代を担う小学生がポスターを作成する過程で地球環境問題について考え、さらにポスタ

ーを区内町内会等の協力を得て一般の目にふれる場所に掲示することにより、地域全体に

対して環境問題の啓発につなげることを目的とする。 

 

２ 実施団体 

  主催 川崎区役所   協力 小学校校長会（川崎支部） 

 

３ テーマ 

「未来へつなぐ地球の森林」 

※2011年（平成２３年）は国連の定める「国際森林年」で、国連総会決議により「現在・未

来の世代のため、全てのタイプの森林の持続可能な森林経営、保全、持続可能な開発を強

化することについて、あらゆるレベルでの認識を高めるよう努力すべき」とされていることに関

連して、上記のテーマを設定した。 

 

４ 応募対象 

川崎区内の小学校６年生 

 

５ 参加状況  計１１校 （昨年度は７校） 

    中央地区（５）：宮前小、新町小、京町小、旭町小、東大島小 

    大師地区（２）：川中島小、藤崎小 

    田島地区（４）：東小田小、渡田小、小田小、さくら小 

６ スケジュール 

日程（H23年） 項目 

1月１８日 小学校校長会川崎支部にて参加呼びかけ 

４月７日 小学校校長会川崎支部にて参加呼びかけ 

４月２２日 参加希望校募集締切 （→募集結果 １１校） 

６月３日 作品提出締切り 

・川崎区役所企画課に提出 各校１０点ずつ （→計110点予定） 

６月下旬 

～７月初旬 

選考会（選考委員は相談中） 

・提出作品の中から３０点を選考（入賞作品） 

・入賞作品３０点の中から優秀２点、最優秀１点を選考 

７月～８月 

 

表彰式（予定） 

展示 

・区役所及び両支所に入賞作品を展示（７月12～20日予定） 

・アゼリア広報コーナーに入賞作品を展示（7月２２日～8月4日） 

 ・第３庁舎に展示（8月１日～5日予定） 

 ・区内商業施設などに展示予定（→調整中） 

掲示 

・最優秀作品は１０００枚程度印刷し、町内会・自治会掲示板に掲示

（８月中） 

９月～ 区役所ホームページ上に全応募作品を掲載 
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＜市政だより６月１日号の記事より抜粋＞
（幸区版）

（宮前区版）


